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●取り付けましょう！住宅用火災警報器！
　近年の建物火災による死者のほとんどが、住宅火災によるものです。住宅火災では多くの方が「逃げ遅れ」
によって命を落としており、また「逃げ遅れ」が多い理由として、夜間の就寝中に発生している事例が多いこ
とが挙げられます。しかし、住宅用火災警報器を設置していれば、火災の早期発見と迅速な避難が可能になり、

「逃げ遅れ」による犠牲を少なくすることが期待できます。
　消防法では、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけられていますが、宿毛市全体ではまだまだ設
置率が伸びていません。ご自身・ご家族を守るため、早めに設置してください。
　なお、住宅用火災警報器はホームセンターや家電量販店で購入することができます。
●住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約 10年！定期的な作動確認を！
　住宅用火災警報器は、一般的には電池で動いています。火災を感知するために常に作動
しており、電池の寿命の目安は約 10 年とされています。電池切れの場合は、電池を交換
すれば使用できますが、設置から 10 年以上経過している場合は、経年等により本体内部
の機器が劣化していることが考えられるので、本体を交換することが推奨されています。
　住宅用火災警報器が適切に機能するためには、維持管理が重要です。「いざ」というときにきちんと作動す
るよう、火災予防運動の時期などに、定期的に作動確認を行い、電池等の交換を行うよう習慣づけましょう。

住宅用火災警報器の取り付け  問  宿毛消防署　☎ 63-3111（代表）
☎ 63-3300（火災・災害用）

●いちねんせいえほん
高濱 正伸　監修 / 林 ユミ　絵

日本図書センター
学校・友だち・生活・安全…。楽し
い小学校生活を送るために、入学
前後に知っておきたい42 の習慣
を紹介した、親子で読みたい入学
準備の絵本。できたことにチェッ
クを付ける「いちねんせいルー
ルリスト」も収録。

●パパが宇宙へ行くなんて!
松素 めぐり　作 / 木村 いこ　絵

講談社
●パンダなかよしたいそう

いりやま さとし　作 / 講談社

●子どものやってみたい ! を育てるみやもっち体育
宮本 忠男　著

クリエイツかもがわ
おさるのクルリンパ、ジャックと豆
の木の冒険、進めはらぺこクジラ…。
子どもが新たに身につけようとする
運動と、今もっている力で楽しめる
あそびを融合させた体育プログラム
を、子どもの年齢や発達に応じた
テーマで紹介する。

●もっと知りたい牧野富太郎
池田 博　著 / 田中 純子　著

東京美術
●北欧テイストで楽しむ家づくり100人のアイデア

ネコ・パブリッシング

坂本図書館新刊だより  問   坂本図書館  ☎ 63-2654
（内容紹介は、㈱図書館流通センター TRC MARC より）

歴史冊子の執筆委託  問   宿毛歴史館　☎ 63-5496

　宿毛歴史館では宿毛文教センター開館 30 周年にあわせ、宿毛の明治から昭和にかけての歴史にクローズ
アップした冊子を発刊予定です。
　歴史館と分担し 300 ページ程度の冊子の文章を執筆いただく方を募集しています。歴史を学び、文章を
書くことが好きという方はぜひご応募ください。

対  象  �● 取材・歴史資料の読み込みから、宿毛の歴史についての冊子を執筆いただける方
 ● 選考審査に合格した方　※選考審査の内容や委託料等、詳細はお問い合わせください。

募集人数  �1 人　 募集期間  �5 月 1 日（月）～ 24 日（水）


